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西風新都交通スマート化研究会
第３回

資料１



Ⅰ 超小型モビリティを活用した
スマートな交通システムの導入
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Ⅰ－１ 基本的な考え方

【キーワード】

・環境に優しい

・効率的

・利用しやすい

・便利

スマートな交通システムとは

【方向性】

・公共交通の利用促進

・環境負荷が少ない移動手段

・高齢者等のあらゆる世代にとって利用しやすく、
便利な交通システム

・ＩＣＴの活用

・経済合理性

ＩＣＴを活用した超小型モビリティによる

カーシェアリング等の導入

［取組内容]
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Ⅰ－２ カーシェアリングについて

（１） カーシェアリングとは

☆自宅からアストラムライン駅、バス停までの端末交通手段

☆住民の西風新都中央線沿線の商業施設への買物、通院等

☆学生の大学周辺での短距離利用（食事、買い物等）

手軽に時間制で自動車をレンタルできる会員制サービス

貸出・返却はいつでも可能

【効果】

○自動車利用コストの低減

○環境への負荷低減

使いたい時間だけ利用可能

貸出の手続きが簡単

西風新都における利活用イメージ
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■自動車の固定費用(10年間) 単位:円
車体購入（コンパクトカー想定）
（排気量1298cc,重量1010kg）

1,400,000

自動車税 328,000
自動車税重量税 52,500
自動車取得税 0
自賠責保険 136,470
任意保険 700,000
車検手数料、整備費（全国平均） 296,800
駐車場 0
※車体購入価格には諸経費、リサイクル料等を含む
※エコカー減税対象車(翌年度の自動車税：50%減税、購入時の自動車重量税・取得税：免税)
※自賠責保険は、 37ヶ月を３回、12ヶ月を１回加入として計算
※任意保険は、年間７万円として計算
※車検４回、１年点検９回として計算（原単位は、平成22年国産自動車点検・整備料金実態調査

（一般社団法人日本自動車整備振興会連合会）より）
※駐車場代は０円として計算（持ち家を想定）

■自動車の可変費用
燃費（H23年度 車両重量828-
1016kgガソリン車全国平均）

22.3
ｋｍ／L

ガソリン価格（H25年12月2日
広島県レギュラー店頭価格）

157.6
円／L

キロあたり費用
７

円／km

※燃費は、自動車燃費一覧（国土交通省）より
※ガソリン価格は、石油製品価格調査

（経済産業省資源エネルギー庁）より

■ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞの可変費用

１５分あたり費用
200
円

初期費用（カード発行手続き） 1,500
月額基本料（10年間） 120,000
※民間事業者（タイムスモビリティネットワークス）のサービス参照

〔試算条件〕

Ⅰ－２ カーシェアリングについて

（２） 自家用車保有とのコスト比較
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買物などで週に２回、往復10kmを利用。その際の利用

時間は30分。
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車両購入費用

（登録料、

リサイクル料等含む）

保険料

（自賠責、任意）

車検・整備費

税金

ガソリン代

自動車保有 カーシェアリング

走行距離が少ないため、乗用車保有の費用のうち約98％が
固定費用で、車体価格の占める割合も高く、車両価格が高い
ほど、差は大きい

費用の違い
約２５０万円

（２） 自家用車保有とのコスト比較
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【活用イメージ】
○ 気軽にいつでも利用できるシェアリングサービス

（スマホ等による予約システム）

○ ＧＰＳや車両情報の無線通信による効率的な車両運用
（車両管理システム）

○ 他システムとの連携による新たなサービスの提供
（公共交通運行情報との連携等）

ICT活用の先進事例 ～利用の流れ～

会員に入る クルマの貸出 ご利用中 クルマの返却クルマの予約

IC card

P

IC
 ca

rd

Pi

♪ ♪

♪
♪

Pスマホの専用

サイトから、

会員登録。

その後で、講

習会を受講し

て、会員カー

ドを受け取る。

出発地 目的地

スマホの専用

サイトから、

手軽に予約。

予約したクルマ

で、カードを

タッチ。認証後

に、スタータ

ロックが解除。

利用終了後は、

利用した結果が

スマホにメール。

※片道利用

もＯＫ

Ⅰ－２ カーシェアリングについて

（３） ＩＣＴ技術の活用



Ⅱ 住民アンケート調査等の
結果について
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（１）実施概要
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Ⅱ－１ 住民アンケート調査の実施

調査目的：
西風新都における住民の交通行動や
交通に関する問題意識、超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ
の潜在需要等の把握

調査対象：3,000世帯

西風新都エリア居住者
・自動車運転免許の保有者が回答

主な配布物：
①アンケート調査票（世帯票）
②アンケート調査票（個人票）･･３部
③超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨやｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞの説明チラシ

『新たな交通手段』に関する意識調査

（実施期間：H25年10月29日～11月15日）

超小型モビリティ紹介チラシ
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Ⅱ－１ 住民アンケート調査の実施

【回収数】：回収世帯数1,273世帯（回収率４２．４％）
○世帯票の有効サンプル数：１，２０６件

○個人票の有効サンプル数：２，２２８件

（２）回収状況

■回答して頂いた世帯属性

（サンプル数：1206世帯）

（サンプル数：1206世帯）

（サンプル数：1206世帯）

駐車スペース

がある
98%

駐車スペース

は無い
1%

不明・無回答

1%

駐車スペース
がある
（９８％）

このうち、賃貸は少
なく、９割以上の世
帯が所有している世帯の構成

自動車の保有状況

駐車場の保有


